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「広報しおがま」は、22,800部製作し、１部当たりの経費（印刷・発送）は69円です。 

問 観光交流課人・まち交流係☎364-1165
    Eメール kankou@city.shiogama.miyagi.jp

▲札を一瞬で取り合います

「文化の港」として開かれ続けるまち「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化化化ののの港港港港」港」ととととととととととととととととととしししししししししししししししししししししてててててててててててててててててててててしししししししししししししししししししししてててててててててててててててててててててて開開かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ続続続続けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけるるるるるままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち「文化の港」として開かれ続けるまち

　「まちに誇りをもっている人が多く暮らしている。そ
れが一つの魅力ですね」と話したのは、観光振興ビジ
ョン推進メンバーの高田彩さん。

　鹽竈神社をはじめ食文化や歴史的建造物など、住民
が誇りや愛着を持つことができる要素がたくさんあり、
まちの魅力に日々触れることができるからだと話します。
　「発信力のある写真家 平間至さんは、塩竈の個性を
全国に発信し、さまざまな価値観や人の交流を塩
竈にインプットしてくれます。９月に開催されるガ
マロックでは、塩竈の食を満喫し、このまちで過ご
すことを楽しみにしているミュージシャンや来場客
が毎年集っています」

　高田さんは「歴史文化について地元の先輩から教え
てもらいながら、新しい感性や価値観に出会うことが
できる塩竈。多種多様な人々がいきいきと暮らせるよう

に、さまざまな価値観や感性を受け入れ、発信していく
ような『文化の港』として、このまちが開かれ続けてほ
しいですね」と話してくれました。

　皆さんが発見した塩竈の魅力をメールにて教えてく
ださい。

観光振興ビジョン
推進メンバー
　高田　彩さん

シリーズ
塩竈の魅力再発見⑤塩竈の魅力再発見⑤

　
「
畳
の
上
の
格
闘
技
」と
言
わ
れ
る
競
技
か
る

た
。
漫
画「
ち
は
や
ふ
る
」で
人
気
に
な
り
、
競

技
人
口
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
「
ち
は
や
ふ
る
」の
舞
台
に
も
な
っ
た
近
江
神

宮
は
、
競
技
か
る
た
名
人
位
・
ク
イ
ー
ン
位
決

定
戦
や
高
校
小
倉
百
人
一
首
か
る
た
選
手
権
な

ど
、
多
く
の
大
会
が
行
わ
れ「
か
る
た
の
聖
地
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

鹽
竈
神
社
で
は
、
今
年
６
月
に「
全
国
高
等

学
校
小
倉
百
人
一
首
か
る
た
選
手
権
大
会
宮
城

県
予
選
」が
行
わ
れ
、
か
る
た
の
聖
地
を
思
わ

せ
る
会
場
で
、
高
校
生
た
ち
が
熱
い
戦
い
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

　

塩
竈
は「
塩
竈
の
浦
」 「
千
賀
の
浦
」 「
籬
島
」

な
ど
、
多
く
の
和
歌
に
詠
ま
れ
て
お
り
、
当
時

の
都
人
の
憧
れ
の
地
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
宮
城

県
高
等
学
校
文
化
連
盟
小
倉
百
人
一
首
か
る
た

専
門
部
の
湯
本
先
生
は「
高
校
生
た
ち
に
歌
枕

の
地
で
あ
る
塩
竈
を
体
感
し
て
ほ
し
い
」と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
出
場
し
た
橋
口
碧（
は
し
ぐ
ち
み
ど

り
）さ
ん
は「
一
面
に
広
が
る
畳
を
見
て
、
と
て

も
わ
く
わ
く
し
ま
し
た
。
10
月
の
大
会
は
新
人

戦
な
の
で
後
輩
の
皆
に
も
勝
ち
進
ん
で
ほ
し
い

で
す
」と
話
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
、
歌
枕
の
地
で
行
わ
れ
る
、
高
校

生
た
ち
の
戦
い
を
体
感
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

第
27
回
宮
城
県
高
等
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倉
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か
る
た
大
会

と
　
き　

10
月
13
日
㈯ 

９
時
〜
17
時

と
こ
ろ　

鹽
竈
神
社
大
講
堂

▲予選を勝ち抜いた宮城第一高等
学校の選手

▲会場となった鹽 神社大講堂

宮
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に
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聖
地
に
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大
会
開
催―

―

鹽

神
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競
技
か
る
た
大
会
開
催―
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